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文化人類学 cultural anthropology とは

人間の文化的多様性を通じて「人間とは何か」を

探求する学問

方法：フィールドワーク

（その文化・社会への「参与観察」）

人類学

自然人類学 文化人類学

生物としての種的同一性 具体的な生き方の多様性

フィールドワーク
文献調査　アンケート

二次資料

調査者の視点
調査される側の視点



「ドラァグ・クイーン」

（ドラァグ・クイーン研究）

「共通性と共同性」

（HIV陽性者の
　自助グループ研究）

『HIVと他者性』
（博士論文）

「AIDSとともに生きる人々の
自己表象」

（ビデオアクティビズム研究）

「宇宙空間での生は私たちに何を

教えるか」

（宇宙人類学）
1996 2002

2004

2017

2014

『フィールドワーク2.0』

2013

『はじまりとしての

　フィールドワーク』（共編著）

2008

「病いへのまなざし」

（ジェンダーとAIDS表象）

2005

『世界の手触り：フィールド哲学

入門』（編著）

2015

『コミュニティ・アーカイブ

をつくろう！』

（佐藤・甲斐・北野）

2018

「社会運動と時間」

（ACT UP論）

2011

「セルフヘルプ・グループと

生活記録運動」

2009

「ヴィンセント・ムーン

映像の参与観察」

2020

「映像のオラリティ、

　映像のリテラシー」

2020

「記憶機関のメディオロジー」

2021

京都大学（〜2003） 京都文教大学（2004〜2016） 京都市立芸術大学・芸資研（2017〜）

映像による自己表象／草の根のメディア・プラクティス

コミュニティ・

ベーストな

記録活動

共同的かつ個的

な意味の創造

創造的記録

創造的鑑賞

アーカイブの

保管と運営



現在の研究：芸術の／創造のためのアーカイブ

研究者のための

アーカイブ

作り手のための

アーカイブ

創造のためのアーカイブ：具体的な実践

記述方法（書き方）活用方法（読み方）

アーカイブのリテラシー
創造的誤読（石原友明）

記憶媒体（メディウム）

の歴史的変化
「大文字の歴史」批判

なぜ「アーカイブ」か？：創造のためのアーカイブ

「作者」「主体性」批判

デジタル技術による

記述・保管

当事者による記録づくりと

維持活用

コミュニティ・アーカイブ分散型芸術資源アーカイブ

権力性を帯びない

アーカイブは可能か？

記憶機関論

アーカイブの維持と運営創造活動の記録方法

大・沓掛アーカイブ祭

（2022〜2024）

創造のためのアーカイブ

誰による・誰のための

研究／芸術／アーカイブか？

（芸術がその中で生まれる）

社会と文化

芸術と人類学

崇仁と東九条
自律分散的なコミュニティ・アーカイブ

（データベース）のプロトタイプ開発

芸術と文化／社会


